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修士論文要旨
Ⅰ．研究の背景と目的
　保護司は、罪を犯した人の更生のために活動する非常勤
の国家公務員であるが、給与の支給のない、ボランティア
である。保護司は単に保護観察官を数で補うというのでは
なく、同じ地域に住む一員として保護観察対象者を受け入
れて、社会資源につなぐ役割を果たすなど、地域に根差し
た活動を行ってきた。
　しかしながら、保護観察対象者の抱える課題の複雑・多
様化、家族関係や地域のつながりの希薄化や厳しい社会経
済情勢に伴う犯罪や非行をした者の自立の困難化などを背
景として、保護司の行う活動は困難化しており、課題への
対策が進められている。
　本研究の目的は、保護司活動の困難化が進んでいる中、活
動する保護司にとって、保護司活動がどのような体験であ
り、またどのようなプロセスを経て気づきや学びを得て意
識を変容させていくのかということを明らかにすることで
ある。
Ⅱ．研究方法
　本研究では、Ａ地区Ｂ保護司会に所属する保護司14人を
対象に半構造化面接法を用いてインタビューを行なった。
分析方法は、修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ（M-GTA）を用いて、保護司活動を通しての保護司の
意識の変容のプロセスに関して分析を行った。
Ⅲ．分析結果と考察　
　M-GTAによる分析の結果、保護司活動の気づきのプロ
セスとして、28概念が生成された。さらにそこから７つの
カテゴリと３つのサブカテゴリが生成された。Ａ県Ｂ市に
おける保護司の、保護司活動を通しての気づきのプロセス
を見ると、就任の依頼を受け【素人から始める】保護司は、
【感情の整理サイクル】を通して不安にとらわれないように
しながら、【活動における葛藤】を経験し、さらに【対象者
の置かれた環境を認識する】過程を経ながら自身が【目指
す保護司像へ向かう】ことにより、より対象者に寄り添う
活動となっていき、【消えることのないつながり】が残る実
感を得ていた。また、一連の流れを通して自身の【活動の
捉え直し】を行っていた。保護司は、保護観察対象者の良
さを見つけることを、決して、対象者のために良いところ
を見つけると考えているのではなく、純粋に相手をとらえ
ようとしていた。また、そうすることで対象者に振り回さ
れることから来る苛立ちや疲労感を手放し、自分自身の学
びとして捉え直していた。
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Ⅳ．総合考察
　本研究によって、素人から活動を開始する保護司は、そ
の後に保護司としての経験を積みながらも、活動を進めれ
ば進めるほど自然体で接することを意識するようになって
いくことが明らかになった。素人であることが、活動にお
いて意義があると考えられるため、その良さをいかに失わ
ずに、専門性を取り入れていくかということが課題である
と考える。
　今後は、本研究とは異なった分析対象者の検討や、縦断
的データによるさらなる詳細な分析を通じて、保護司活動
の気づきのプロセスについて、より一般化した有用なモデ
ルの生成をすることが必要である。
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